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ネットいじめの実態・裁判実務を知る弁護士が書いた、
子どもネットいじめ対策本の決定版！
���� 年プロバイダ責任制限法改正に対応！
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学校トラブルを中心に

この本の特色は、インターネット関連事件と学校関連事件、それぞれ
に専門的な知識経験をもつ弁護士がタッグを組んで執筆していること
です。子どものいじめ事件はSNSなどインターネットが介在すること
が多く、コロナ禍でGIGAスクール構想が急展開する中、時代のニーズ
に適う一冊です。

⸺ 嶋﨑   量 氏（弁護士、大量懲戒請求当事者）

ネットいじめは、時間的・空間的に学校管理下を離れて発生しうるため、
教師の力量を超えた対応が求められます。本書によりネットいじめ対
策の専門家が誕生し、学校の支え手となってくれることを望みます。

⸺ 内田   良 氏（名古屋大学准教授）
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はじめに
いじめにかかわる法律、指針、通達
裁判手続を使った証拠収集および削除請求
加害児童・学校等に対する責任追及
ネットいじめ対策の実践（生存事案）
ネットいじめ対策の実践（自死事案）

本書帯文より



第�│mission➀ 投稿の削除を求めたい 
１ ウェブフォーム・メールを用いた削除請求
２ テレサ書式による削除依頼 
３ 削除の仮処分の申立て
４ Googleのキャッシュの更新
第�│mission➁ 発信者を特定して謝罪や再発
防止を求めたい 
１ 発信者情報開示請求 
２ 学校に調査、対策を求める
３ 学校の設置者 に対して重大事態として調査、
　対策を求める
４ ADRや裁判所を利用した対策
　＊書式見本　学校問題ADR あっせん（仲裁）
　　　　　　　申立書 
　＊書式見本　調停申立書
５ 警察への通報
第�│mission➂  学校側やいじめを行った生徒
の責任を追及したい 
１ 民事裁判・調停 
２ 刑事告訴 
　＊書式見本　訴状 

弁護士によるネットいじめ対応マニュアル 学校トラブルを中心に

２ 名誉感情
３ プライバシー権
４ 氏名権・アイデンティティ権
５ 肖像権
第�│削除請求
１ 削除請求の法的根拠及び要件
２ 削除請求の相手方
３ 削除請求の方法
　＊書式見本　テレサ書式：侵害情報の通知書
　　　　　　　兼送信防止措置依頼書（名誉毀
　　　　　　　損・プライバシー） 
４ 削除完了後の事後処理
　＊書式見本　投稿記事削除仮処分申立書
５ 検索エンジンに対する削除請求
６ 敬愛追慕の情
第�│発信者の特定
１ 発信者の特定の全体像
２ 発信者情報開示請求
３ サイト管理者等に対するIPアドレス等の発信者
　情報開示請求（第�段階）
　＊書式見本　テレサ書式：サイト管理者等に
　　　　　　　対する発信者情報開示依頼書 
　＊書式見本　発信者情報開示等仮処分命令
　　　　　　　申立書
４ 経由プロバイダに対する氏名等の発信者情報
　開示請求（第�段階）
　＊書式見本　発信者情報開示訴訟の訴状 
第�│プロバイダ責任制限法改正 
１ 改正の概要 
２ 新たな裁判手続（非訟手続）の創設 
３ 開示請求を行うことができる範囲の見直し 
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第�│この本の目的
１ ネットいじめ事件の実効性ある対策を紹介する
２ この本が想定している読者
３ 本書の構成
第�│ネットいじめの実際
１ ネットいじめの統計
２ 子どもがよく利用するアプリ
　YouTube／Twitter／LINE／Instagram／Tik
　Tok／質問箱／オンラインゲーム（チャット機能）
３ ネットいじめ事件の類型
４ ネットいじめに共通する特徴
５ ネットいじめ対応の基本方針

１章 はじめに

第�│ 本章の目的
第�│「いじめ」の定義の変遷と、法整備の歴史
１ いじめ防止対策推進法ができるまで
２ いじめ防止対策推進法制定に関するガイドラ
　イン等の制定について
３ いじめ防止対策推進法の改正について
第�│法律、指針、ガイドライン等の概要
１ 総論
２ いじめ防止対策推進法
３ いじめ防止等のための基本的な方針
４ 不登校重大事態に係る調査の指針
５ いじめの重大事態の調査に関するガイドライン
６ 子どもの自殺が起きたときの背景調査の指針
７ 通知等
第�│インターネット関連
１ いじめ防止対策推進法�条
２ いじめ防止対策推進法��条
３ いじめ防止等のための基本的な方針
４ いじめ防止対策推進法��条

２章 いじめにかかわる法律、指針、
通達

第�│本章の目的
第�│インターネットの仕組み
１ インターネットとIPアドレス
２  IPアドレスとドメイン名
第�│事前準備
１ 証拠収集
２ サイト管理者の特定
第�│被侵害権利
１ 名誉権

３章 裁判手続を使った証拠収集
および削除請求

第�│本章の目的
第�│民事・刑事上の責任
１ 削除請求 
２ 損害賠償請求 
３ 謝罪・再発防止の要求
４ 刑事罰
第�│具体的な請求手段
１ 任意交渉
２ 訴訟 
３ ADR、民事調停
４ 刑事告訴

４章 加害児童・学校等に対する
責任追及

第�│はじめに
第�│事例
第�│mission➀  投稿の削除や、投稿者を特定
して謝罪を求めたい 
１ 被害者死亡後の削除請求
２ 被害者死亡後の発信者情報開示請求 
第�│mission➁  学校や教育委員会に真相解
明と再発防止を求めたい 
１ 「 当該児童と一定の人間関係にある」こと
２ 第三者調査委員会（重大事態）
３ 遺族側代理人の必要性 
４ 第三者調査委員会の調査委員について 
第�│mission➂ 学校側やいじめを行った生徒
の責任を追及したい
１ 民事裁判 
２ 刑事告訴 

６章 ネットいじめ対策の実践
（自死事案）

第�│はじめに
第�│事例 

５章 ネットいじめ対策の実践
（生存事案）

コラム　学校の先生が削除請求をしている 
コラム　学校外でのネットいじめについて、学校
　　　　はどこまで調査義務を負うか
コラム　いじめと転校について（公立小学校・中
　　　　学校）
コラム　生存かつ学校復帰事案における法的
　　　　責任追及リスク
コラム　委員会の公開 
コラム　スポーツ振興センター 


